
　日本で再び演奏できることに、大きな喜びを感じています。2000年に初めて日本を訪れて
以来、この美しい国を再び訪れ、素晴らしい聴衆の皆様とお会いできることをいつも心から
待ち望んでいました。
　世界的なパンデミックにさらされたこのような時にこそ、より一層、私たちの日常に当然のよう
にあったもののかけがえのなさに気づくことができるように思います。生の音楽体験は何にも
代え難く、日本で再び直に演奏をお届けできることを、とても幸せに思います。また、浜離宮朝日
ホールという私が愛してやまないホールでしばらくぶりに演奏できることも、とても楽しみです。

　今回のプログラムは、この1年の間、私が最も力を注いできた作曲家の作品からなります。
ちょうどいま、カワイの素晴らしいピアノでベートーヴェンソナタの全曲録音に取り組んで
います。コンサートを通してベートーヴェンの音楽に浸り切る特別な経験を、皆様と共有できる
ことを楽しみにしています。
　もう一つのプログラムは、私たちが生きる現代の暗い一面を映し出す作曲家たちの作品
です。ロシアによるウクライナ侵攻は世界中の多くの人 に々衝撃を与えています。ショパンもまた
ロシアの侵略により、西への避難を余儀なくされた被害者でした。ムソルグスキーが音楽で
描いた壮大な絵画の数 は々、現在のウクライナの首都であるキーウ（キエフ）へと、私たちを
連れてゆきます。キーウは、ロシアで最初にキリスト教がもたらされた地です。人々がそのことを
忘れず、ロシアがウクライナで行っている想像を絶する残虐な行為を防ぐことができていればと
思います。
　今回の日本での演奏を、ウクライナとこの国の人 に々捧げます。
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　1980年モスクワ生まれ。グネーシン音楽学校、モスク
ワ音楽院にてタチアナ・ゼリクマン、レフ・ナウモフなど
に師事。
　ヴァン・クライバーン国際ピアノコンクール優勝、ブ
ゾーニ国際ピアノコンクール優勝、浜松国際ピアノコン
クール最高位、スコットランド国際ピアノコンクール
優勝、ショパン国際ピアノコンクール第3位など、数々の
国際コンクールで受賞多数。
　ニューヨーク・フィルハーモニック、東京交響楽団、ロ
シア・ナショナル管弦楽団、ベオグラード・フィルハーモ
ニー管弦楽団、イギリス室内管弦楽団、ミラノ・ジュゼッ
ペ・ヴェルディ交響楽団、スイス・ロマンド管弦楽団、モス
クワ・フィルハーモニー管弦楽団、ロイヤル・リヴァプー
ル・フィルハーモニー管弦楽団、ダラス交響楽団、ベルリ
ン交響楽団、シカゴ・シンフォニエッタ、スウェーデン放
送交響楽団、バーミンガム市交響楽団、ワルシャワ国立
フィルハーモニー管弦楽団、BBC交響楽団等と共演。
　共演指揮者は、ミハイル・プレトニョフ、ミハイル・ユロ

フスキ、マーク・エルダー、ヴァシリー・シナイスキー、
ジェイムズ・コンロン、クラウス・ペーター・フロール、
アレクサンドル・ラザレフ、ワシリー・ペトレンコ、ユーリ・
バシュメットなど多数にのぼる。
　ベース・ホールでのクライバーン・シリーズや、ラヴィ
ニア音楽祭、ベートーヴェン・イースター音楽祭、ブゾー
ニ音楽祭などに出演ほか、日本、中国、台湾でもツアー
を行う。
　教育にも力を注ぎ、グネーシン音楽学校、コロンバス
州立大学シュオブ音楽学校、ニューヨーク大学スタイン
ハート校を経て、2017年7月よりイーストマン音楽学校
にて教鞭をとる。ヨーロッパ、アジア各地でマスタークラ
スも開催、日本、中国、台湾の国際ピアノシリーズや音楽
学校でレッスンを行っている。ブゾーニ国際ピアノコン
クール、浜松国際ピアノコンクールなど多くの国際コン
クールの審査員も務める。
　レコーディングは、ハルモニア・ムンディ、クォーツ
（Quartz）、セントー（Centaur）からリリース。

今回の公演に寄せて
　アレクサンダー・コブリンは2003年の浜松国際
コンクールで1位なしの2位に輝いたことで、日本で
は特におなじみのピアニストといえるだろう。すでにそ
の4年前の1999年にはブゾーニ国際コンクール
で優勝、2000年には世界のピアノ・コンクールの
最高峰であるショパン国際コンクールで第３位と
なってすでに国際的な名声を得ていたにもかかわ
らず、敢えて浜松国際コンクールに挑戦し、さらに
2005年にはアメリカのヴァン・クライバーン国際コ
ンクールで優勝しているところからみて、若い頃の
彼はよほどチャレンジ精神に満ちていたことがみて
とれる。そしてそのチャレンジ精神は当時の意欲的
な演奏にもはっきりと現れていた。
　コブリンの基盤にはロシアのピアニズムがあること
は間違いない。若い時の彼の来日公演を初めて
聴いた際、私がまず感じたのはそのことだった。芯
のあるタッチとダイナミックな重量感を持ちながら、そ
の中に豊かな情感や叙情性を湛え、時に内向的

でナイーブな面も垣間見せるそのピアニズムには、
かつての大ピアニスト、リヒテルやギレリスに連なるも
のがあった。ただ若い頃の彼はやや一途なところも
あり、そうしたピアニズムがある作品ではよくハマるの
に、別の曲ではどこかちぐはぐになるという点があっ
たことも否めない。
　しかし近年のコブリンのＣＤを聴くと、今や自信と
確信をもって、自らの土台にあるロシア的ピアニズ
ムを独自の個性的な表現のうちに巧みに生かして
いることが窺い知れる。シューベルト、ショパン、ブ
ラームスなどの録音では、概して遅めのテンポと構
えの大きな造型のうちにきわめて濃厚かつ重厚な
演奏が志向されているが、それがロシア的ピアニズ
ムの特質と一体化してコブリン独特の世界を現出
しており、そこにはどこか巨匠風の風格さえ漂って
いる。その彼が今回、各作品に対してどのように
アプローチするのか、コブリンならではの解釈を
示してくれるに違いない。
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